
オーロラ）強度幾化の観測（第二報）＊夜光（パーマネント

誠

E. Wiechert (1901), Y. M. Slipber (1915）が各濁立に夜光の閉所極光線（Au~oral green line : 

ス5577）を澄見してから二三十年を経過したのであるが，此の間に於ける夜光の研究は

井岩小

夜光の強度費4むの観測

稿射紘（帯〉の殻見及び波長測定

質験室tt:於ける費生及び同定

A. 

B. 

c. 

の三極類に分けて考へられる．現今は B,C特に Cが最も興味ある封象と考九られ，此の中 Bは
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殆んE行結りの欣態にある.Aは寧ろ粗略にされて居b，立入つ

た研究はされてゐ君主い．然しf医者は此の夜光の強度援4むが案外Jl1

要で，上居大祭の放態を知る乎懸りとたり得るととを考へ，撒年

1939 前より此の方面の観測を質施して来九今後更に観測方法を改良

するに嘗り，今迄に得た観測結果を綜合して簡単に報告する次第

I. 前聞の報告wに於て夜光 ~5577 の一晩趨化に

v－型の雨鍵4むの存在するととを述べたが，其の後一ヶ年聞に約二
w－型及び

である．

十悶の観測結果を得て，雨鑓化の存在K益々確質性を認めた．

右表は夫等雨鑓4むを月別に示したもので，之で見ると雨鍵佑は

季節には無関係の如〈思はれる．強度の極大或は極小の起る時刻は 2111.5-2h.Oにあれその殆んE

綿てが O＂附遣に 起ってゐる．

以上の視測は A5577附近のみを通過するフィルグ戸を使用して，天頂より来る夜光に就いて求

めた結果であるが，今後は更に地~.線附近よりの A5577 の強度艶佑を観測し，更に叉夜光中の比

較的強度大なる入6300に就いてもフィルグ F に依り同様の観測を行ふ猿定である．

夜光中のナト 11l)ム D回線附近の籍射線は 1929年に Slipherが初めて認め，共の後 Du-II. 

fay, Sommer, Cabannes, Yegard及び Tonsberg等も夫々撮影してゐるが，最近 Cnbannes,Du-

M. Koiwai: Observations of the Variations of tho Intensity ofぬeLight frou1 the Nigh色

Sky. （昭和 14＆手 11 月 17 日大日本~at集合講演舎にて畿表｝．

(1) 柿岡地磁紙調測所聖書報 ~ 1 ~益虫駆 4 I¥!. 

． 
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fny, Gauzitの－i庇仰及び BernnJ'll（均等は干渉計で波長を決定し， δ894土IAを求め，更に其の構
造をナトりμ、の D-;t宗と比較して一致するととを知り，大祭中にナトリウム原子の存在するととを

確認した．筆者は最近朝夕雨空の低高度に向けて露出した分光お毘K，明かに此の D棋を認める

ととが出来た ｛自民 A 参mt>.
D－＊，~は一般に日出日波前後に最強で以後次第に弱まるととは λ5577, 'A 6300と同様に早くから

一般に知られて居り，筆者も明かにそれを認めるζとが出来たが，詳細は未だ不明である．

11 I. 夜光スペクトル中の主要なる縞射線九弱77(Green line）及び λ6300(Red line）は何れ

も中性酸素朋子の紫止線であるが，之等が日渡直後から日出直前迄に，その強度鑓佑を異にすると

とを筆者の最近に於ける分光自民に依り認めるととが出来た．

之等の硯測は自製の F/1.!lの分光器｛りで，乾援は KodakPnnatomic或は東洋汎色乾按を使用

した.)98！）年 10月 13日より同 11月 16日迭に 11枚の原桓を得たが，何れも同様友愛4むを

示し，特に 10月 18-19日の嬰化は顕著でるった．此の 10月 18-19日の結果に就いて詳述する

f窮民 B参Jfft). 

官夜i主会〈快晴で撮彰保件は最上であっ

九乾板は KodnkPanntomicで，一枚の

乾叡に5岡の露出を西 20。上宰に向けて行

った露出の時系IJ及びミクロホートメーグ

ーの詩話純益ら求めた概略の強度を左表に示

す．官日の日渡は 101’04＇＂，日出は 05h50国

産自主す強度

λ8筑IO

l JS雇草10分－20”10分 (2.扇00面) 105 185 
2 100 
s 22 10-00 44 12.57) 宮前（220) 110 （朗｝
4 伺 44-0244 f；：~8 I 9-5 1 85・
5 偲 44-ーOo:l 44 ) . 120 so 

で，日波及び日出から計って封稀的に 2時間宛露出したために， 3の夜字は 2.57時間となってゐ

る．従って2時間露出κ引直した概略の強度を括弧の中に記して世いた

λ5577とλ6300との強度比較は，乾板の色K依る感度の差異により，上衰の撤侃で去はすとと

は出来たい”．然し λ5577或は λ6300のみに閲しては，各露出時刻に於ける央等強度を比較出

来るのである．一見して明の如〈，入5577に就いては夜牛に於ては他の約二倍の強度を示し，叉

入6300tc.附しては日渡直後に強度最強で以後は約傘分に弱まるととを示してゐる．

此の結果は甚だ興味ある司王質であって，特に入5577・が地平線近くで夜半に極大に連する事費は

(2) Ap. J., 88, 2 (19381. 

(3) Ap. J., 89, lSS (1989); Nat.Un! 141, No. 8574 (1988); 142, No. S！民国[i(19；部｝．

(4) 柿l崎地獄紙産量測所探報賞作 1~ 第 1観

” 内閣印刷局強行の糠導！~夜色計で Panatomic 乾板の大俗の感光度を見ると λ6800 と λ557； の忠光比

は白書 l:1.7とたり．従って同淡也後の λ6300は λ6.577の約三倍の強院を示すと考へられる．
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未だ知られてゐたい．此の結果から）..5577と）..6300との縞射御構が異なるととを暗示すると考

へられる．即ち）..6300は直接日光（勿論紫外線〉

に依り exciteされて 1D2levelにあった酸素原子

が，日光の浅くなると共に直ちに 3P:!level tc復腸

する際に稿射され， λ5577tc闘しでは，夜今頃 1So

-+ID:i騨移が最も旺盛とたる如き何等かの機構でエ

ネルギーの蓄積が行はれて居るものと考へざるを得

たい．此のエネルギー蓄積の機構は A.K. Das16> 

が考へてゐる如く，日中吸牧したエネルギーを謹勤

のエネルギーに縛換し，此の運動のエネルギーは熱

に頁払迭に一定の平衡温度に達し，此の時＇；＼. 5577

が最も掻くたるのであらう．そして此の平衡R犬態が

破れて一時に 1D2level tc復蹄するのでるらラ．向，

夜今に 'A6300が強度を増大せぬ所を見ると，此の

1D~ levelに復蹄した酸素原子は 1D2levelに止ま

る如き機構にありと考へなくてはたら主主い．

ス6300が直接日光の刺般に依り蛮輝されるととは，極光に就いて見ても明かたととでるって，

1937年 9月五日の極光に於て，日光に服されてゐる部分では λ6300の強度が 245f;tるに封
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し，）..5577は100であったが，同じ極光で日光に照されぬ部分に於ては＇；＼. 6300は29で）..5577

は 100と観測されてゐる．

斯横1.1:事質及び筆者の前越の観測結果卸ち~ 6300が日渡直後に強度大たるととから，）..6300の

蛮輝居の概略の寓さを求めるととが出来よろ．今1の露出時刻の2f-均邸ち 191吐oml'C.於ける太陽の

位置から西20° 上空の日Jffl大無の下限を求めると 280km とたり略 Fr電離居の高さとたる．此

のf直は極めて大雑束ではあるが λ6300の登輝居を推定する手懸りとたらラ．

格りに臨み，之等夜光の硯iJUJに宮り終始御指導御便宜を給はった岡田中央集象溢長，関口鯉吉先

生並に今道官観測所長に封し感謝の意を表はす戎第である．

(193S. ll. 20. 柿岡地滋領観測所にて〉

(5) Gerl. Beitr. Geo phys., 47; 49. 


